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足
し
て
い
る
が
、
大
き
な
計
画
の

中
で
徐
々
に
内
容
を
高
め
た
い
。

　

�
�
な
ぜ
図
書
館
の
仕
事
を
希

望
す
る
の
か
、
職
員
の
動
機
を
人

事
異
動
の
自
己
申
告
書
に
書
け
る

の
か
。
�
市
民
の
要
望
や
質
問
を

つ
か
む
た
め
館
長
も
定
期
的
に
カ

ウ
ン
タ
ー
に
立
つ
べ
き
。
�
図
書

館
の
模
様
替
え
を
し
、
本
を
読
め

る
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
る
べ
き
。

　

職
員
課
長　

�
書
け
な
い
。

　

図
書
館
長　

�
不
定
期
的
だ
が
、

で
き
る
だ
け
カ
ウ
ン
タ
ー
に
立
つ
。

�
ご
意
見
を
参
考
に
、
図
書
館
協

議
会
に
諮
り
努
力
し
た
い
。

野
見
山
修
吉
（
市
民
の
党
）

　

�
�
「
痴
呆
」
と
い
う
言
葉
の

偏
見
を
な
く
す
た
め
に「
認
知
症
」

と
い
う
言
葉
に
な
っ
た
が
、
取
組

は
。
�
認
知
症
高
齢
者
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
活
用
は
。
好
評
な
の

で
増
刷
し
な
い
か
。
�
認
知
症
予

防
の
た
め
の
訪
問
指
導
の
現
状
認

識
と
今
後
の
課
題
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
行
政
内
部

で
の
改
正
と
と
も
に
福
祉
事
業
者

に
も
周
知
徹
底
に
努
め
る
。
市
報

で
市
民
に
も
周
知
を
図
り
た
い
。

�
市
民
向
け
パ
ン
フ
を
配
布
し
た
。

�
介
護
要
望
の
中
で
訪
問
指
導
の

役
割
は
増
加
す
る
。

　

介
護
福
祉
課
長　

�
改
め
て
同

じ
パ
ン
フ
を
作
る
事
は
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。
�
今
後
認
知

症
の
方
へ
の
対
応
は
ま
だ
ま
だ
不

「
認
知
症
」
高
齢
者
へ
の

支
援

�
当
市
の
美
化
活
動
の
状
況
は
。

�
多
額
の
予
算
を
必
要
と
し
な
い

事
業
で
も
あ
る
の
で
、
当
市
で
も

導
入
す
べ
き
で
は
。
特
に
子
ど
も

達
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

ご
み
対
策
課
長　

�
実
施
中
の

他
市
で
は
、
散
乱
ご
み
減
少
、
ポ

イ
捨
て
防
止
啓
発
、
美
化
意
識
向

上
、
地
域
活
性
化
の
効
果
が
報
告

さ
れ
て
い
る
。
�
年
間
の
活
動
報

告
は
総
計　

件
。

８７

　

市
長　

�
防
犯
防
災
、
青
少
年

健
全
育
成
に
も
有
効
な
の
で
、
時

期
を
考
慮
し
、
是
非
実
現
し
た
い
。

西
岡
真
一
郎
（
改
革
連
合
）

　

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
特
定

の
公
共
の
場
所
を
養
子
に
見
立
て
、

市
民
や
企
業
団
体
・
学
校
等
が
里

親
と
な
り
、
公
共
の
場
所
の
美
化

を
行
い
、
行
政
が
こ
れ
を
支
援
す

る
仕
組
み
で
す
。
里
親
（
市
民
）

は
清
掃
・
植
栽
・
花
壇
の
手
入
れ
・

違
法
広
告
撤
去
等
を
行
い
、
行
政

は
用
具
提
供
、
保
険
加
入
、
物
品

提
供
・
ご
み
回
収
等
を
行
い
ま
す
。

特
徴
は
互
い
に
協
定
を
締
結
す
る

事
で
す
。
限
ら
れ
た
財
源
の
自
治

体
で
、
市
民
が
出
来
る
事
は
市
民

で
対
応
し
よ
う
と
い
う
発
想
で
す
。

全
国
で　

件
以
上
の
事
例
を
挙
げ
、

１９０

参
加
人
数
は　

万
人
を
超
え
、
散

１０

乱
ご
み
減
少
と
奉
仕
精
神
の
向
上

に
大
き
な
効
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

�
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意
義
に
つ
い
て
。

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
美
化
協
定
）の
実
現
を
！

達
講
習
会
を
実
施
す
る
予
定
。
教

員
の
資
質
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　

�
コ
コ
バ
ス
運
行
に
合
わ
せ
て

今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
道
路
整
備

を
計
画
的
に
実
施
す
べ
き
だ
。
ま

た
、
す
で
に
運
行
中
の
北
ル
ー
ト

の
内
、
地
蔵
通
り
の
直
線
部
分
で

幅
員
が
狭
い
個
所
に
あ
る
バ
ス
停

に
ゾ
ー
ン
の
路
面
表
示
を
し
て
、

待
つ
人
々
の
安
全
を
図
る
べ
き
だ
。

　

総
務
部
長　

地
蔵
通
り
の
路
面

表
示
は
、
警
察
と
十
分
協
議
し
て

実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
中
学
生
の
職
場
体
験

学
習
に
つ
い
て
を
質
問
し
た
。

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

�
昨
年　

月
成
立
し
た
「
発
達

１２

障
害
者
支
援
法
」
で
当
市
の
取
組

は
ど
う
な
る
か
。
現
状
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　
　

年
度
は
、

１５

１
歳
６
か
月
検
診
で　

人
、
３
歳

１６

児
検
診
で　

人
に
障
害
の
疑
い
が

４４

発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
児

童
に
は
個
別
診
察
、
経
過
観
察
を

行
い
、
東
京
学
芸
大
学
、
国
立
精

神
・
神
経
セ
ン
タ
ー
武
蔵
病
院
、

教
育
相
談
所
、
市
内
の
障
害
児
訓

練
施
設
な
ど
の
協
力
で
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。
支
援
法
を
受
け
て

庁
内
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
適

切
な
支
援
に
努
め
る
。

　

指
導
室
長　

次
年
度
、
東
京
都

で
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
育
成
研
修
が
あ
り
、
当
市
の

教
員
も
参
加
さ
せ
、
夏
以
降
、
伝

発
達
障
害
者
の

支
援
策
に
つ
い
て

�
デ
ー
タ
に
基
づ
き
新
し
い　

年
１００

が
始
ま
る
と
考
え
、
武
蔵
小
金
井

駅
南
口
再
開
発
事
業
を
見
直
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

市
長　

�
職
員
に
問
う
こ
と
で

は
な
い
。
�　

年
後
に
合
わ
せ
て

１００

街
づ
く
り
を
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
。

　

�
地
球
温
暖
化
防
止
計
画
未
策

定
は
三
多
摩　

市
で
は
６
市
の
み
。

２６

小
金
井
で
は
い
つ
で
き
る
の
か
。

　

環
境
部
長　

環
境
保
全
実
施
計

画
に
含
む
か
独
立
か
形
式
も
未
定
。

　

環
境
政
策
課
長　

い
つ
ま
で
と

は
言
え
な
い
。

漢
人
明
子
（
市
民
自
治
）

　

�
市
長
選
の
市
長
の
政
治
ス
ロ

ー
ガ
ン
で
あ
っ
た
「
小
金
井　

年
１００

の
街
づ
く
り
」
が
市
報
や
施
政
方

針
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

　

国
連
は
じ
め
公
的
機
関
が
示
す

デ
ー
タ
に
よ
る
と
、　

年
後
、
世

１００

界
人
口
は
１
・
５
倍
に
増
加
、
日

本
は
半
減
、
小
金
井
市
も
６
〜
７

割
に
減
少
。
労
働
力
人
口
も
大
幅

に
減
る
。
地
球
温
暖
化
に
よ
り
真

夏
日
は
倍
増
。
環
境
悪
化
を
抑
制

す
る
に
は
化
石
燃
料
の
使
用
限
界

は　

〜　

年
と
の
指
摘
も
あ
る
。

３０

４０

世
界
の
人
口
バ
ラ
ン
ス
、
食
糧
事

情
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
と
と
も
に

大
き
く
変
わ
り
、
経
済
成
長
を
前

提
と
し
た
時
代
は
終
わ
る
。
�
こ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て
市
役
所

内
で
検
討
し
た
経
過
が
あ
る
か
。

「
小
金
井　

年
の

１００

街
づ
く
り
」
と
は
何
か

と
介
護
の
連
携
を
進
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
が
、
市
の
取
組
は
。

　

福
祉
保
健
部
長　

ケ
ア
プ
ラ
ン

の
作
成
と
管
理
に
つ
い
て
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
連
絡
会
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
部
会
、
医
師
会
、

地
域
福
祉
委
員
会
の
連
絡
協
議
会

を
発
足
さ
せ
、
徐
々
に
連
携
を
築

い
て
き
て
い
る
。
地
域
病
院
と
訪

問
診
療
の
連
携
に
つ
い
て
は
、
医

師
会
な
ど
医
療
関
係
機
関
の
協
力

で
、
連
携
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
、
環
境
教
育
の
市
の
取

組
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

藤
村　

忍
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

　

１
９
９
９
年
か
ら
５
年
間
、
生

活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
関
係
団
体

と
共
に
実
施
し
た
「
介
護
保
険
制

度
検
証
の
た
め
の
基
礎
調
査
」
で

は
、
多
く
の
利
用
者
が
「
人
生
の

最
期
を
自
宅
で
過
ご
し
た
い
」
と

希
望
し
な
が
ら
、
そ
れ
が
実
現
困

難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

最
期
ま
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た

め
に
は
、
在
宅
介
護
で
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
ケ
ア
（
終
末
期
医
療
）
の
支

援
の
し
く
み
が
必
要
で
あ
る
。
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
つ
く
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
研
修
の
中
に
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
ケ
ア
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

取
り
入
れ
る
こ
と
や
、　

時
間
対

２４

応
の
訪
問
診
療
、
訪
問
介
護
な
ど

の
体
制
を
整
え
、
地
域
で
の
医
療

在
宅
介
護
を
支
援
す
る

し
く
み
の
充
実
を

東
側
の
発
展
も
今
後
の
重
要
課
題

で
あ
る
。
�
東
小
金
井
駅
北
口
は

平
成　

年
に
事
業
計
画
決
定
し
て

１２

い
る
。
展
望
は
。

　

市
長　

�
街
づ
く
り
で
当
市
は

　

市
中
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
る
。

２６�
伊
藤
議
員
と
同
じ
考
え
方
。
国

や
都
か
ら
補
助
金
を
得
て
市
民
に

還
元
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

街
づ
く
り
担
当
部
長　

�
総
事

業
費　

億
円
で
、　

億
円
が
国
・

１５２

１１２

都
の
補
助
金
。
事
業
決
定
後
５
年

経
過
。
審
議
会
を
設
置
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
ソ
フ
ト
面
で
は
行
財

政
健
全
化
等
６
項
目
を
提
起
し
た
。

伊
藤
隆
文
（
自
民
党
小
金
井
）

　

�
住
ん
で
良
か
っ
た
街
は
ハ
ー

ド
面
で
は
駅
周
辺
の
街
づ
く
り
。

市
長
選
の
結
果
で
判
明
。
地
方
分

権
の
受
皿
と
し
て
行
財
政
能
力
ア

ッ
プ
に
合
併
が
進
ん
で
い
る
。
都

市
間
競
争
に
勝
つ
た
め
に
中
央
線

高
架
に
合
わ
せ
街
づ
く
り
を
進
め

る
べ
き
。
�
南
口
再
開
発
は
国
が

事
業
認
可
し
予
算
の
可
決
が
必
要
。

野
党
議
員
が
財
政
破
綻
と
言
う
が

根
拠
が
な
い
。
総
事
業
費　

億
円

３０３

の
中
、
国
や
都
の
補
助
金　

億
円

１２０

で
当
市
の
起
債
は　

億
円
。　

年

５９

２０

償
還
で
街
づ
く
り
完
成
の
税
増
収

２
億
６
千
万
円
を
見
込
み
、
実
質

１
億
４
千
万
円
ず
つ
返
済
で
年
間

予
算
の
０
・
４
％
で
あ
る
。
街
づ

く
り
で
市
民
生
活
が
安
心
で
便
利

快
適
に
な
る
。
但
し
小
金
井
街
道

新
年
度
予
算
を
否
決
す
る

と
市
民
の
幸
せ
を
奪
う

真の自立支援をめざす小金井あんず苑

まちのオアシス 小長久保公園

早期完成が望まれる武蔵小金井駅


